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zigsow、ユーザー同士の物欲パターンから 

他ユーザーとの「シンクロ率」を表示する機能をリリース 
 
 zigsow 株式会社（本社：東京都目黒区、代表取締役：坂野健）は、ユーザー参加型製品

レビューコミュニティ「zigsow」において、ユーザーがもつ物欲や嗜好を定量的に分析し、

他ユーザーとの類似度を「シンクロ率」として表示する機能を 2009 年 3 月 11 日にリリー

スいたしました。 
 
■ 「シンクロ率」で共感できるユーザーを表示 

zigsow 株式会社は、モノに対する強烈な思い入れとコレクターシップを持ったユーザー

が、モノに関する濃密な情報交換を行う情報蓄積型のレビューコミュニティ「zigsow（ジ

グソー）」（http://zigsow.jp/）を運営しています。 
このたび zigsow では、ユーザーがもつ物欲や嗜好を定量的に分析し、他ユーザーとの類

似度を「シンクロ率」として表示する機能をリリースいたしました。 
ユーザーがアップしたもちもの情報と、そこから生まれるコミュニケーションやユーザ

ーの閲覧履歴などの情報を複合的に解析することにより、そのユーザーが共感できる他の

ユーザーを「シンクロ率」と共に表示する機能です。 
これにより、あらゆるジャンルの趣味人たちが集う zigsow で自分の趣味に合うユーザー

を知ることができ、居心地のよいユーザーエクスペリエンスを提供いたします。 
 
■ ユーザー行動定量化エンジン Aurora 

本機能は、zigsow システムのベースである「Aurora」により実現されています。 
Aurora はユーザーの行動やもちもの特性を定量化し、その人がもつ本質的な嗜好や物欲の

パターンを推測します。全ユーザーの特徴を多次元ベクトル空間内に数値化することで、

その近傍から共感するであろうユーザーを抽出し、その一致度を「シンクロ率」として表

示します。 
シンクロ率は、そのユーザーにとっての共感できる度合いを示しており、高ければ高い

ほどお互いの発信する情報に対しての興味が高い傾向にあることを示します。ユーザーが

zigsow で活動すればするほど、より的確な表示ができるようになっていきます。 
 また Aurora には学習により推論機構を自己調整する機能があり、シンクロ率提示後の

ユーザーの行動をフィードバックとして得ることで、ユーザーの興味の変化への追従や、

処理内容の改善を行うことができます。 
 

以上 
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「シンクロ率」表示の画面イメージ 

 
 
※本プレスリリースの内容は、下記の URL より PDF ファイルにてダウンロードが可能で

ございます。 
http://zigsow.co.jp/press/090311.pdf 


